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■⼤阪ビルディング協会 技術セミナー
『ビル業界におけるデジタルテクノロジーの活⽤と将来展望』

ビルマネジメントにおけるデータ活⽤と今後の進化
~建築設計におけるサービスで何が起きていて、どのように進化するか︖

株式会社 ⽇建設計
デジタルソリューションラボ

2021年7⽉16⽇ シニアダイレクター 滝澤 総
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⽇建設計の沿⾰（歴史）
創業︓1900年6⽉1⽇

住友本店臨時建築部
設⽴︓1950年7⽉1⽇

⽇建設計⼯務株式会社として独⽴
改称︓1970年7⽉1⽇

株式会社⽇建設計と改称

従業員数（2021年4⽉1⽇現在）
⽇建設計︓2,137名
⽇建グループ全体︓3,060名

撮影︓荒井政夫

日建グループは、クライアントの想いを実現するための
多彩な技術と知識を持った専門家集団です。

私たちは、クライアントの要請を深く洞察し、
社会の変化に先んじて行動します。

プロフェッショナルの自由な発想と技術を掛け合わせ、
さらなる高みへと挑戦し、期待を超える価値を創造します。

100年を超える実績と経験を礎に、クライアントと共に
社会環境デザインの先端を拓き、 豊かな体験を社会や人々へ届けます。

Nakanoshima Library(1904)撮影︓荒井政夫
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弊社組織図と所属チーム
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本⽇の構成

本資料の内容は、発表者個⼈の⾒解であり、
所属する⽇建設計の公式⾒解では無いことを
お断りしておきます。
本資料の作成または発⾏後に、関連する制度
その他の適⽤の前提となる状況について、変
動を⽣じる可能性もあります。
参考⽂献は巻末にまとめて表⽰しました。リ
ファレンスとしてご活⽤ください。
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Agenda

 はじめに
 Sociery5.0とSmart Building
 Smart Buildingソリューションの切り⼝

 Smart Buildingにおけるソリューション
〜 ソリューションが求められる背景、デジタル活⽤、製品・サービス例
 カーボンニュートラル
 レジリエンス
 健康・快適＆知識創造
 オペレーション

 トピックス
 BIM
 情報の種類と扱い

 おわりに
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はじめに
Society 5.0 と Smart building
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Society 5.0

 これまでの情報社会（Society 4.0）での課題や困難を克服する社会変⾰
 IoT、ロボット、AI、⾃動運転などがブレークスルー技術

*参考⽂献01
7
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Society 5.0

 Inclusive、Sustainable、Dependableが実現する社会像のキーワード
 フィジカル空間のセンサから膨⼤な情報をサイバー空間（クラウド）に蓄積。

クラウドで解析した結果がフィジカル空間のヒト・もの・建築などにフィードバックされる。

*参考⽂献02
8
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Society 5.0

 フィジカル／サイバー融合の仕組みを、Cyber Physical System（CPS）、デジタルツイン（モデルがあ
る場合を指すことも）などと呼ぶ。

10

*参考⽂献03
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オペレーション
Operation

シティ街区ビル

Smart Buildingのソリューションを考える切り⼝／統合する視点

 Society 5.0の仕組みでデータ活⽤で、継続的にユーザサービスUXの提供、建物価値を向上していく
 新しい技術を柔軟に、必要なタイミングで取り込める
 ヒトを起点（Human Centric）に、⾊々な空間のスマート化を相互に連携
 ユーザが、⾃分のUXに役⽴つものを、安⼼して利⽤できる

 UXや価値向上のソリューション、そのKPI（評価指標）は⾊々・・

11

ワーク
プレイスヒト

知識創造
Knowledge

健康・快適
Health&Comfort

エネルギー･資源
Energy & Resource
特にCarbon Neutral

レジリエンス
Resilience

リアル領域の空間・ヒト・モノのスマート化のつながり ソリューション整理の例(CASBEE-WO参照)
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Smart Buildingのソリューション
背景とデジタル活⽤の例、製品例

STEP 1

STEP 2
STEP 3

データ活⽤の段階

データ取得
・蓄積

⾒える化

⾼度処理
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Energy & Resource
エネルギー・資源
特に、Carbon Neutral
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背景 – 20年10⽉の総理所信演説と21年4⽉気候サミットで加速

14

 2050年カーボンニュートラル、2030年46%削減に向けた動きが加速

*参考⽂献04
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背景 – 進むESG投資

15

 ESG⾦融（環境（Environment）・社会（Social）・企業統治（Governance）を考慮する投融資）への
視点が建築業界にも拡⼤

ESG採⽤状況と資産割合（⽬標）*05

ESG市場の拡⼤*04
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・ 対象︓⽇建設計の設計した建物の累積床⾯積︓1億4800万㎡
*1950年以降に竣⼯した15,025棟から取壊建物･現存未確認の建物を除く。

・ ⽤途別累計床⾯積に、建物⽤途別CO2排出量原単位（kg-CO2）を乗じてCO2
排出量を算出。参考︓東京都省エネカルテ他

（参考）⽇建設計が設計したプロジェクトのCO2排出量

 ⽇本の部⾨別CO2排出量の割合
※2021年4⽉国⽴環境研究所公表データ

 業務部⾨（オフィス、病院、商業など）の割合
は約17%

 ⽇建設計が設計したプロジェクトのCO2排出量
は14百万トン、業務部⾨の約7%、⽇本全体の
約1% を占める

*参考⽂献06
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（参考）⽇建設計が設計した全国のプロジェクト

*参考⽂献06© 2021 NIKKEN SEKKEI LTD
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（参考）⽇建設計「気候⾮常事態宣⾔」

1 9 7 2 年 、 「 環 境 汚 染 な ど の 傾 向 が 続 け ば 1 0 0 年 以 内 に 成 長 は 限 界 に 達 す る 」 と い う 研 究 が 国 際 シ ン ク タ ン ク の ロ ー マ
ク ラ ブ か ら 発 表 さ れ ま し た 。 そ の 「 成 長 の 限 界 」 が 現 実 味 を 持 っ て 迫 っ て き て い ま す 。

温 室 効 果 ガ ス 排 出 削 減 等 の た め の 新 た な 国 際 的 枠 組 み と し て 、 2 0 1 5 年 に パ リ 協 定 が 採 択 さ れ ま し た 。 協 定 で は 「 世
界 の 平 均 気 温 上 昇 1 . 5 ℃ 未 満 」 達 成 を 目 指 し 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 の 大 幅 な 削 減 に む け た グ ロ ー バ ル で の 取 り 組 み が 求
め ら れ て い ま す 。

日 本 で は 、 2 0 5 0 年 ま で に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 を 全 体 と し て ゼ ロ に す る 「 2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 」 を 政 府 が 宣 言 し
ま し た 。 現 在 、 日 本 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 約 1 / 3  を 業 務 ・ 家 庭 用 途 が 占 め て い ま す 。 日 建 設 計 が 設 計 し た 建 築 か
ら 排 出 さ れ て い る 温 室 効 果 ガ ス は そ の 内 の 4 % 近 く を 占 め る と 想 定 さ れ ま す 。

日 建 設 計 は 、 都 市 と 建 築 の デ ザ イ ン ／ エ ン ジ ニ ア リ ン グ に 知 見 と 経 験 を 積 み 重 ね 、 数 多 く の ク ラ イ ア ン ト と 共 創 す る 機
会 を 頂 い て い ま す 。 気 候 変 動 の 危 機 を 重 く 受 け 止 め 、 2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 社 会 の 実 現 の た め に 、 都 市 と 建 築
に 携 わ る 一 員 と し て こ こ に 気 候 非 常 事 態 を 宣 言 し ま す 。

1 . 私 た ち の 働 き 方 を 革 新 し 、 日 建 設 計 の 企 業 活 動 に 起 因 す る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 を 2 0 5 0 年 に ゼ ロ と し ま す 。

2 . 2 0 5 0 年 の 都 市 ・ 建 築 デ ザ イ ン と 働 き 方 の カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル モ デ ル を 目 標 と し て 提 起 し 、 バ ッ ク キ ャ ス テ ィ ン グ ア
プ ロ ー チ に よ り 、 2 0 2 1 ～ 2 0 5 0 年 で 必 要 と な る 対 策 を 年 次 計 画 と し て 提 示 し ま す 。

3 . 集 合 と 分 散 を 繰 り 返 す こ れ か ら の 地 域 の あ り 方 を 展 望 し 、 イ ン フ ラ と 建 築 の 機 能 を 融 合 し た 柔 軟 な シ ス テ ム に よ る 身
近 な カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル を 提 案 し ま す 。

4 . 企 業 の 環 境 配 慮 を 評 価 す る ス ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム の 構 築 を 支 援 し 、 E S G 不 動 産 ／ 都 市 基 盤 投 資 の 促 進 に 貢 献 し ま す 。

5 . ク ラ イ ア ン ト と 緊 急 行 動 の 必 要 性 を 共 有 し て 課 題 解 決 を 支 援 し ま す 。 さ ら に は 社 会 に 向 け て 発 信 し て 共 感 を 呼 び か
け ま す 。

*参考⽂献06
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（参考）気候⾮常宣⾔を通じた、クライアントの課題解決の⽀援

1. ⽇建が設計する新築ビルの消費エネルギーが、
2030年において2013年⽐40%削減となるデザインを提案する。
→ ダイヤゲート池袋、コープ共済プラザ

2. ESG不動産を促進する評価システム構築を中⽴の⽴場で⽀援し、
既存ビルの消費エネルギーを、2013年⽐30%削減する
改修メソッドを2030年までに開発する。
→ 京都駅ビル、⽇建設計東京ビル

3. 郊外型ZEB都市設計メソッドを提案し、
2030年までに複数のモデルを提案。
→みなとアクルス、端浪北中学校

19

*参考⽂献06
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（参考）カーボンニュートラルに必要な技術

20

 『建築関連分野の地球温暖化対策ビジョン2050』提⾔*07より
 実現にデジタル技術も寄与
カーボンニュートラルな建築の計画・設計・施⼯・運⽤ カーボンニュートラルな都市・地域や社会の構築

1.エネルギー消費が最⼩となるよう設計、運⽤する
・躯体の基本的な環境性能の強化＆省エネ機器の導⼊

1.都市や地域までを視野に⼊れた対策を推進
・都市のコンパクト化、地域レベルのエネルギー供給

2.⾃ら再⽣可能エネルギーによって必要なエネルギーを賄う
・太陽、⾵、地中熱、⽔⼒、バイオマス

2.地域の気候⾵⼟に配慮し、地域資源の利活⽤を図る
・パッシブな建築や街並みの設計⼿法、地域特有材料

3.その寿命を⻑期化できるよう、設計、運⽤する
・耐久性、耐震性、防災性向上＆改修を考慮した建築計画
・既存ストックにも適切な改修

3.森林吸収源対策に貢献する
・建築における適正な⽊材利⽤

4.エコマテリアル利⽤を推進する
・省資源化＆製造・輸送のCO2排出量が⼩さい材料
・⽊材の積極的利⽤＆解体時再利⽤

4.情報・経済システムの活⽤を図る
・情報公開、ラベリング
・不動産の市場評価

5.オンサイトで排出削減できない場合はオフサイトで削減
・外部から再⽣可能エネルギーを調達、建物同⼠で融通

5.ライフスタイルの変⾰を推進する
・ライフスタイルを含めた提案、利⽤者と共に実践

6.設計・施⼯・運⽤・改修・廃棄を通じて⼀貫したライフサ
イクルマネジメントが可能なシステムの構築・活⽤を図る
・データベースをマネジメントに利⽤

6.⻑期的な地域や社会像の共有化を図る
・⼈⼝増加を前提とした将来計画の⾒直し
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（参考）カーボンニュートラルに必要な技術

21

 経済産業省のグリーン成⻑戦略*08では以下の14分野での成⻑を期待
 ①設置容易な太陽電池、⑥グリーンデータセンター国内⽴地、⑪コンクリート製品、建築物、⑫ZEH化・

ZEB化、⑭⼀⼈⼀⼈に合わせたエコで快適なライフスタイル などのロードマップ
 参考⽂献09では、シニア世代>Z世代＞ミレニアル世代の順に関⼼。デジタル化の取組みは「兆し」

上図︓成⻑が期待される14分野*08

右図︓分野⑫の⼯程表*08
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DX活⽤ - STEP1:エネルギーを把握する → STEP2:エネルギーの⾒える化

22

 BEMSデータを公開することも重要、クラウド化が便利
 例えば、出社⼈数当たりのエネルギー消費など、別データとの多元的解析が容易に

 ⾒えていないエネルギーをIoT活⽤で把握する拡張型BEMS

⽇建設計東京ビルのダッシュボード
⽉次（⽇々）データも⾒られる

遠隔計測サービスも*09

5階
O

Aコ
ン

セ
ン

ト
電

⼒
消

費
量

(V
A/

㎡
)

⽇建設計東京ビルのOAコンセント⽤電⼒消費トレンド
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DX活⽤ - STEP3:⾼度処理（シミュレーション）｜i-BEMS

23

 リアルな設備機器のエネルギー消費とシミュレーションモデルとの⽐較で実運転を定量的評価、
問題点を明確化→解消⽅法を整理

*参考⽂献11
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DX活⽤ - STEP3:⾼度処理（シミュレーション）｜リアルタイムシミュレーション

24

 リアルな環境とシミュレーションの融合は、こんな使い⽅も

*参考⽂献12リアルタイムシミュレーション*40
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DX活⽤ - STEP3:⾼度処理(AI活⽤)｜空調制御・マーケティング・AEMS(エリアエネルギーマネジメント)

25

 AI活⽤も進む
 ⼈流・在不在や温熱環境の計測による最適な空調運転

をはじめ、マーケティングにも
 需要と供給をつなぐ仕組みも進む

AI活⽤の例*13 HARUMI AI-AEMS*02
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DX活⽤ - STEP3:⾼度処理（連携・拡張）｜デマンドデザイン・ナッジ・BI-Tech

26

 個⼈や地域・社会との連携拡張が重要
 ⑫デマンドレスポンスに応じた負荷制御（デマンドデザイン）、トータルマネジメント
 ⑭個⼈の関わりを促すナッジ、個⼈に最適化した提案BI-Tech（Behavioral Insights x Technology)

*参考⽂献09
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DX活⽤ - STEP3:⾼度処理（連携・拡張）｜カーボン⼿帳

27

 個⼈に最適な提案のためにも、活動に伴うCO2排出量の関与（発⽣、削減とも）を意識する必要

Understand Your CO2 Impact

Work Schedule

TIPS/Information

Get started

AutoTrackingTweb 連動個別⼊⼒ 家庭を含む

会社勤務

在宅勤務

通 勤

出 張

家 庭

勤務するオフィスの情報を⼊⼒してください

オフィス⾯積（㎡） 2,3202,000 従業員数（⼈）

エネルギー消費量 5％50％削減 エネルギー供給量

オフィス環境

郵便番号

お住まいの情報と勤務先までの交通⼿段を⼊⼒してください

働き⽅と連動した CO2 を計算します

富⼠⼭植林（6/1）の申し込みは 5/10 締切です

在宅環境

出張に関する情報を⼊⼒してください。

⾏ 先Proj 交通機関
004

005

006

007

⾨真

ニセコ

仙台

淀屋橋

⾶⾏機 電⾞

⾶⾏機 ⾞電⾞

電⾞

電⾞

出張

通勤に関する情報を⼊⼒してください。

⾏ 先 交通機関 0.0

CN

1.0 2.0 3.0

0.0 200.0100.0

本社 1

本社 2

001

002

3rd pl

⽔道橋

九段下

藤沢

柏の葉

川崎

電⾞

電⾞ バス

CN 電⾞

電⾞

⾃転⾞

通勤

8住居タイプ 築年数⼾建て (ZEH)今週予定
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*参考⽂献06
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製品例 Azbil｜ビル向けクラウドサービス

28

 クラウド利⽤で多プロジェクト管理が可能
 エネルギー管理、保全効率化、テナントサービスなど

*参考⽂献14
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Resilience
レジリエンス
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背景 – インフラの状況

30

 災害による電⼒インフラの状況
 停電の頻度・規模（⼾数）・経過時間

近年の⼤規模⾃然災害時における停電⼾数の推移 *161軒当たりの年間停電回数と停電時間の推移 *15
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背景 - 帰宅困難者対応

31

 北海道地震では、照明、コンセント、換気が確保された建築に、帰宅困難者や観光客が殺到
 ⼤阪府「⼀⻫帰宅の抑制」対策ガイドライン 平常時、発災時、混乱収拾時に分けて記載

⼤阪府「⼀⻫帰宅の抑制」対策ガイドライン *18ブラックアウト時に帰宅困難者が集まった、創世スクエア *17
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背景 - フェーズフリーという考え⽅が重要〜平常時から「普通事として」備える

32

 CASBEE-レジリエンス住宅では、「気づくため」のチェックリストを準備
 平常時︓「免疫⼒」、災害発⽣時︓「⼟壇場⼒」、災害後︓「サバイバル⼒」とネーミング

 コロナ禍でも価値観が変化
 災害や健康 ✓働き⽅や暮らし⽅ ✓移動（ヒト、モノ、情報）

CASBEE レジリエンス住宅 チェックリスト *19
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DX活⽤ - STEP1:基本情報/館内ならではの情報を伝達→ STEP2:各フェーズで必要な情報と提供⽅法を再検討

33

 ⾮常⽤放送設備に緊急地震速報に係る放送（2007年消防法改正〜）
 認定評価品に出荷時搭載されたメッセージ以外を付加する場合は所轄消防の許可が必要

 帰宅困難者の数などにより、⽔や燃料の備蓄量は想定と異なる可能性が⾼い
 デジタル活⽤で測定→⾒える化

緊急地震放送対応の動作 *20

雑
⽤

⽔
残

量
油

残
量

災害時の備蓄量管理イメージ
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DX活⽤ - STEP3:⾼度処理（専⾨家診断）｜被災度判定システム NSmos

34

 地震計（加速度
センサ）の計測
値と予め設定し
た 判 定 値 （ 閾
値）を⽐較

 5ランクで判定、
被災状況、避難
の必要性、継続
使⽤の可否など
をレポート

*参考⽂献21

動画は
https://youtu.be/pAyhRXXHeLY

でご覧頂けます
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DX活⽤ – STEP2:ヒトのモニタリング → STEP3:3密の可視化と緩和

35

 ヒトをリアルタイムモニタリング→可視化→誘導（健康・快適の項で後述）
 コロナ禍でニーズが⾼まる→平常時の活⽤⽅法も併せて
 個⼈特定の不要なソリューションも多い

ヒトの密度やCO2濃度を可視化、混雑緩和措置*22
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DX活⽤ – STEP1&2&3︓⽣体認証もデジタル活⽤の強⼒なツール

36

 コロナ禍で⾼まった⾮接触ニーズで⽣体認証技術への期待が急速に⾼まる
 顔認証技術が牽引
 ゲートレスエントランス、マスク対応レジレス決済、マスク着⽤検知、各種タッチレス利⽤

⽣体認証とID連携機能でシームレースなオフィスのイメージ *23

*参考⽂献02
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DX活⽤ – STEP2︓デジタルサイネージも情報共有の強⼒なツール

37

 視認性と同報性を兼ね備えたデジタルサイネージはレジリエンスでも活⽤が期待される

感染防⽌とその先にある「希望」を呼びかける *25災害関連情報の伝達に関する実証 *24
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DX活⽤ - STEP2&3︓デジタルサイネージも情報共有の強⼒なツール

39

 個⼈の属性（⾔語、⽬的）に合わせた表⽰変更も容易、タッチポイントとして活⽤
 DOOH(Digital Out Of Home)︓デジタル屋外広告、周囲の環境に連動して表⽰内容を変えていく

多様なサービス提供チャンネルの⼀つ *26
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製品例 ⾮接触（スマートフォン活⽤） 遠藤照明｜Smart LEDZ Fit

40

 照明設備の発停も⾮接触で

*参考⽂献28
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製品例 ⾮接触（スマートフォン活⽤） LIXIL｜SATIS

41

 トイレ本体の操作はもちろん、お好みの使い⼼地に設定可能
 落とさないように注意

*参考⽂献29
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製品例 ⾮接触（スマートフォン活⽤） エレベータ／三菱電機ビルテクノサービス｜ELEFIRST-i plus

42

 エレベータのスマートフォン活⽤も

*参考⽂献30
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Health & Comfort / Knowledge
健康・快適／知的⽣産性
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背景 – ヒト起点の空間づくり

44

 いわゆる3-30-300ルールの300であるヒトへの投資の必要性⾼まる
 健康・快適であること
 知的創造へ寄与できること（知的⽣産性を向上できること）

労働⽣産性の変遷 *31

ユーザ⼀⼈当たりの
エネルギー、賃料、⼈件費の⽐較試算例
（エネルギー費を1として正規化） *32
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背景 - 知的⽣産性向上の観点から⾒たオフィス空間

45

 ホワイトカラーの⽣産性を⾼める研究 「スマートウェルネスオフィス委員会」
 知的⽣産性の概念を拡張

*参考⽂献33
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背景 - 評価指標 CASBEE WO（ウェルネスオフィス）

46

 ワーカが知的⽣産性向上を健康な状態で実現することを⽬的とした評価体系
 健康性・快適性、利便性、安全性の３つの基本機能、運営管理、プログラムで評価
 2020年度まで先⾏認証期間、2021年度から随時受付へ
 評価機関も7社へ（21年7⽉12⽇時点）

*参考⽂献34
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背景 - コロナ禍を踏まえてのオフィスの価値の再認識

48

 社内外のコミュニケーション・コラボレーションや組織・チームの⼀体感醸成の場としてのオフィス
 働き⽅、⽬的に合ったワークプレイスづくり
 Activity Based Working

働く場所別シチュエーション適正度 *35
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DX活⽤ – STEP3︓ヒト起点のサービスのイメージ

49

 ⽇々の経験がもっと豊かになったら、という視点も重要
 カスタマージャーニー⼿法での抽出も有効
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（参考） ⽇建設計 環境価値BOOK

50

 建物利⽤者に直接影響を与える快適性・利便性、健康性などの環境価値についての国内外の定量評価（エ
ビデンス）を分類・整理。社内向け資料を公開中。

*参考⽂献36
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背景 - 健康配慮を評価する WELL Building認証

51

 建築におけるヒトの健康に着⽬した建物評価指標
 空気、⽔、植物、光など10項⽬で評価、点数に応じてブロンズ、シルバー、ゴールド、プラチナ
 必達項⽬あり
 世界各国で認証取得が進み、⽇本での登録件数も増加中

WELL Building 認証の10項⽬ *37 WELL Building 認証の10項⽬ *38
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事例 ⽇建設計のExperience Research Space

52

 トライ＆エラーを試す Living Lab
 使い勝⼿/実感/解析データをもとに、働く環境を試しながらよくしていく

グループアドレス・ABWの実践
など、よりよい働き⽅の模索

センサーやシステム検証
継続的なデータ蓄積と解析

⼈間⼯学的に良い空間の実践、
WELL認証

1 Workstyle 2 Wellness 3 Data Analysis
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DX活⽤ – STEP1→2&3:在不在情報と室内環境情報を集約（⽇建設計Experience Research Space）

53

 コロナ禍でFA（Free Address）やABWに取り組む企業が増えている
 そもそも、どの程度、どうやって空間が使われているのか –EVIDENCEが求められる

 ヒト（在不在）、温度、湿度、照度、騒⾳などのデータをクラウドに集約、設備を統合制御
※ 照明設備のDALI対応は、2020年の全館改修で導⼊

クラウドプラットフォームを活⽤したセンサ・設備制御ネットワークシステムの協創〜照明・空調設備制御連携とAI活⽤検証を開始〜 *39
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DX活⽤ - STEP2:⾒える化（Rowデータ）→ STEP3:⾼度処理｜執務エリア選択判断材料提⽰

54

 リアルタイムの温湿度、CO2濃度、騒⾳データは執務エリア選択の判断に

▲うるさそう ◎静かなFA席を選択
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製品例 Azbil｜セル型空調システム ネクスフォート

56

 スマート型ディフューザ⽤ダンパ（SDF : Smart type control damper for diffuser）単位で給気⾵量制御可能
 センサはエナジーハーベースト、スマホアプリで操作
 集中熱源⽤（DD）以外に、ビルマルチ⽤（VS）もあり

*参考⽂献41
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製品例 ⼭⽥照明｜REFIT

58

 Adaptable Lighting
 ワーカ⾃らがワークスタイルの変化に合わせ、⾃由に移動・増設可能な照明
 ライティングレール＋無線制御で実現

*参考⽂献42 *参考⽂献43
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Operation
オペレーション
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提案 - 少⼦⾼齢化による労働⼒⼈⼝の減少でビル運⽤・ビル経営の効率化が求められる

60

 Smart Operation Buildingという概念 20年1⽉発表

*参考⽂献44
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提案 Smart Operation Building

61

 Smart Operation Buildingには５つの視座で

⼿間がかかるものをなくす
管理点数を減らす

管理が簡単なものを選ぶ
管理しやすいように設計する

⼈が苦⼿なことはロボットにまかせる
ロボットフレンドリーな建築計画とする

必要なときにのみ現地に⾏く
頻度を最適化する

⼈が管理する場合も遠隔から⾏う
群で管理しデータを⽣かす

*参考⽂献44
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動画は https://note.com/nikken/n/n73af8a7c360e でご覧頂けます
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提案 Smart Operation Building – 効率化のデザイン

65

*参考⽂献44
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製品例 TOTO｜パブリックレストルーム設備管理システム

66

 混雑回避のための空き情報表⽰サービス
 施設の効率的な維持管理のための設備管理サポートサービス
 器具の状況確認、遠隔・⼀括設定変更、使⽤傾向

*参考⽂献45



© 2021 NIKKEN SEKKEI LTD

製品例 ダイキン⼯業｜DK-CONNECT

67

 クラウド利⽤で多プロジェクト管理
 設備管理省⼒化、快適性と省エネ両⽴、故障対応

*参考⽂献46
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（参考）⽇建設計のロボット実証実験*47

68

 建築の視点で、条件整理や運⽤ルールを考える
 ⾃⽴⾛⾏型配送ロボットを利⽤
 来客案内及び物品搬送における運⽤上課題抽出
 交通ルーツ設定の有効性確認
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（参考）進むロボットフレンドリーな建築計画

70

 経済産業省、ロボットとエレベータの連携に関する規格策定（21年6⽉発表）
 エレベータ連携は実装しておくべき

*参考⽂献49*参考⽂献48
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提案 ビル管理業務の合理化

71

業務項⽬ 想定される課題の例
設備管理業務 合理化、予防保全から予知保全へ

清掃業務 品質の確保、頻度の適正化

警備・保安業務 合理化、利⽤者利便性とセキュリティ確保の両⽴

⼯事業務 ワークフローの合理化、⽴合い業務の合理化、⼯事図書の電⼦化

受付業務 合理化、ホスピタリティ・利便性の確保

省エネ運⽤業務 取組み・効果の可視化、エネルギー管理報告書作成などの⾃動化

共通 組織・ノウハウ・実績の組織知化、熟練者の減少、作業者の多⾔語化、
SLA（提供サービス）の曖昧さ、業務間の連携の難しさ

 ビル管理における広い業務範囲にわたって課題あり
 業務項⽬個々の合理化
 統合的な取り組み

業務項⽬ごとの合理化

統
合
的
な
取
り
組
み
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製品例 統合型FMシステム Archibus

72

 ファシリティにおける⼀つのデータベースに統合（あるいは連携）
 所有者、管理者、ユーザの視点で機能を選択、領域を超えた連携
 ワークフローによる⾒える化、定量化も可能
 BIMとの連携も魅⼒的
 統合ワークプレイス管理システム（IWWS）と呼ばれる

*参考⽂献50
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TOPICS
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BIM
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（参考）BIMを取り巻く動き – 建築BIM推進会議

76

 国交省は建築⽣産効率化などを⽬的に、業界横断的な建築BIM推進会議を⽴ち上げ、検討開始。
 学識者に加え業界団体が⼀堂に会す。

*参考⽂献52



© 2021 NIKKEN SEKKEI LTD

（参考）BIMを取り巻く動き – 建築BIM推進会議

77

 BIMを定義
 ライフサイクルでのプロセスや役割・機能を整理
 「いいものが」「無駄なく、早く」「建物にもデータにも価値が」を活⽤の将来像

*参考⽂献52
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（参考）BIMを取り巻く動き – 建築BIM推進会議

78

 検討は、親委員会だけでなく、6つのWGに分かれて活動

*参考⽂献52

必要な取組み 検討団体

1.BIMを活⽤した建築⽣産・維持管理
に係るワークフローの整備

国⼟交通省、関係団体

2.BIMモデルの形状と属性情報の標準
化

BIMライブラリ技術研究会、関係団体

3.BIMを活⽤した建築確認検査の実施 建築確認におけるBIM活⽤推進協議会、
関係団体

4.BIMによる積算標準化 ⽇本建築積算協会、関係団体

5.BIMの情報共有基盤の整備 buildingSMART Japan、関係団体

6.⼈材育成、中⼩事業者の活⽤促進 同上

７．ビッグデータとしてのBIM活⽤、
インフラプラットフォームとの連携

国⼟技術政策総合研究所、建築研究所、
関係団体
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（参考）BIMを取り巻く動き –建築BIM推進会議「BIM標準ガイドライン」から実証へ

80

 2019年度には標準ガイドライン、標準ワークフローを定めた
 通常の設計→施⼯→維持管理という流れに、ライフサイクルコンサルティング、施⼯技術コンサルティ

ング、維持管理BIM作成などを盛り込む。
 設計BIMは維持管理と施⼯に分けて発展活⽤

 2020年度は実証→⽇建設計はLife Cycle BIMの効果検証（⽇建設計と清⽔建設で共同分析）*54

BIMを通じ情報を⼀貫して活⽤するワークフロー*53

Life Cycle BIMの効果を実証｜尾道市役所*54
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（参考）属性情報の標準化

81

 BIM推進会議だけでなく、BIMユーザ側の要望も集約傾向にあり、
BIMに⼊⼒する属性情報（パラメータ）も、標準化が進む

*参考⽂献55
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（参考）パーソナルデータの扱い
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 スマートフォン保有の伸び
 デバイスの進化はあるが、

個⼈保有端末は前提に
 利⽤⽬的ごとのデータ提供意向は

異なる – ⼊念なコンセンサス
 防災、健康、安全、・・・

*参考⽂献02
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 位置情報、⾏動履歴の提供には不安
 DX時代におけるプライバシーガバナンスについて（20年7⽉）*56

 カメラ画像利活⽤ガイドブック（17年3⽉）*57

*参考⽂献02
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 保護と活⽤の仕組みづくり
 EU⼀般データ保護規則（GDPR）やカリフォルニア州消費者プライバシー保護法（CCPA）などにも留意

*参考⽂献02

*参考⽂献56
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ヒト起点のソリューションのためには

88

 データ活⽤で⽬指す⽬的
 ⽬的からソリューションと、

評価指標KPIが決まる
 ⼀⽅で、ソリューションの⽬的は変化し続ける
 DXツールも進化し続ける

 運⽤と共にユーザ満⾜度が上がっていく仕組み
 ソリューション付加しやすい仕組みが必要

ワークスペース／ワークスタイルの情報

完成後、データと共に改良が続けられるイメージ

スマートフォン
ウェアラブルデバイス

位置情報
（館内／建物外）

動き／活動量

業務状況

スケジュール

室内環境

屋外環境

エネルギー使⽤状況

発電状況

混雑度／スペース活⽤度

動き／表情

組織情報
気象情報

PC

環境センサ

エネルギーデータ

画像データなど

取得端末 取得データ

最適な
空間・
機能に
Tune Up
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…Virtual

Society 5.0 時代のデータ活⽤

90

 他業種とのつながり
 例えば MaaS、商業

 アプリベース
 個⼈に最適化

 プラットフォーム / データベースは重要
 データ蓄積が進むと利⽤が急拡⼤

3D都市モデルPLATEAUの使い⽅*57

空間・ヒト・モノのスマート化のつながり

⼟砂災害危険地域と重なる
市街化地域内の住宅⼾数*58
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デジタルソリューションラボでお⼿伝いできること｜こんなお悩みありませんか︖

ビル設備のIT化
どうしたら良いかわからない。

まちづくりに
最新のテクノロジーを採⽤したいが、

どれが良いかわからない。

働き⽅のDX
(デジタルトランスフォーメーション)
と⾔っても何をするかわからない。

PoC(概念実証試験)をしたが、
明確な成果が得られなかった。

データを取ってみたものの
有効な活⽤⽅法がわからない。

運⽤も含めてシステムとして
うまく機能しない。

NeedConcept NeedIntegration

91
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デジタルソリューションラボでお⼿伝いできること｜ステークホルダのマネジメント

発注者

ステークホルダ間の
マネジメントが必要

テナント

サービス提供
事業者システム

インテグレータ

エンドユーザ

設計者・監理者

• システム構想・計画〜構築・導⼊〜運⽤
のライフサイクルにわたって
さまざまなステークホルダが関与

• ユーザーニーズを的確に反映し、
最新の技術やサービスを取り⼊れ、
常に活⽤され続けていくためには、
ステークホルダ間のマネジメントが不可⽋

施設管理者・
運営スタッフ

建築⼯事施⼯者

92



© 2021 NIKKEN SEKKEI LTD

デジタルソリューションラボでお⼿伝いできること｜デジタル導⼊までの流れ

⽬的を明確にし、実現可能性を踏まえて
コンセプトを策定し、
プロジェクトの⽅向性を定めます。

多くのステークホルダを同時並⾏に
整理し、
ソリューションを策定します。

KGI(達成すべき⽬標・指標)を⾒据え、
総合的にマネージメントすることで、
プロジェクトを成功に導きます。

Need

Need

Need

Need

NeedConcept NeedIntegration

Solution

Rule

Platform

Control

System

Application
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